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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第40期
第２四半期
累計期間

第41期
第２四半期
累計期間

第40期
第２四半期
会計期間

第41期
第２四半期
会計期間

第40期

会計期間

自　平成20年
10月１日

至　平成21年
３月31日

自　平成21年
10月１日

至　平成22年
３月31日

自　平成21年
１月１日

至　平成21年
３月31日

自　平成22年
１月１日

至　平成22年
３月31日

自　平成20年
10月１日

至　平成21年
９月30日

売上高 （千円） 4,753,8444,396,9792,113,5062,055,6039,580,224

経常利益 （千円） 112,784 37,624 38,075 3,384 407,636

四半期（当期）純利益 （千円） 57,629 22,334 18,294 4,471 206,241

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） － － － － －

資本金 （千円） － － 1,293,7331,293,7331,293,733

発行済株式総数 （株） － － 9,524,0709,524,0709,524,070

純資産額 （千円） － － 5,971,4926,023,1466,065,679

総資産額 （千円） － － 10,090,2549,862,9159,784,541

１株当たり純資産額 （円） － － 627.02 632.44 636.91

１株当たり四半期（当

期）純利益
（円） 6.05 2.35 1.92 0.47 21.66

潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益
（円） － － － － －

１株当たり配当額 （円） 5.00 5.00 5.00 5.00 12.00

自己資本比率 （％） － － 59.2 61.1 62.0

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 532,839 345,663 － － 759,959

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △389,579△231,207 － － △536,044

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △47,973 △67,050 － － △96,006

現金及び現金同等物の四

半期末（期末）残高
（千円） － － 1,561,4141,629,4051,579,225

従業員数 （名） － － 270 284 267

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載を省略しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

５．第40期１株当たり配当額には、創立40周年記念配当２円を含んでおります。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に重

要な変更はありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年３月31日現在

従業員数（名） 284

（注）　従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期会計期間における生産実績は、次のとおりであります。

区分
当第２四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

前年同四半期比（％）

麵容器（千円） 864,368 92.6

弁当容器（千円） 264,164 99.1

味?・酒容器（千円） 77,640 107.5

デリカ・他容器（千円） 486,773 93.5

その他（千円） 341,106 109.5

合計 2,034,054 96.7

（注）　金額は、販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

　

(2）受注実績

　当第２四半期会計期間における受注実績は、次のとおりであります。

　
区分

当第２四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

麺容器 939,453 112.6 313,952 136.5

弁当容器 300,882 81.6 138,489 69.6

味噌・酒容器 91,384 96.8 31,225 86.4

デリカ・他容器 464,414 91.5 131,146 75.0

その他 438,893 105.7 158,040 100.9

合計 2,235,028 100.6 772,853 97.0

（注）　金額は、販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。
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(3）販売実績

　当第２四半期会計期間における販売実績は、次のとおりであります。

区分
当第２四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

前年同四半期比（％）

麵容器（千円） 930,728 94.7

弁当容器（千円） 205,190 92.4

味?・酒容器（千円） 83,337 112.7

デリカ・他容器（千円） 493,692 96.4

その他（千円） 342,655 106.2

合計 2,055,603 97.3

（注）１　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第２四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

ベンダーサービス株式会社 977,366 46.2 1,003,683 48.8

睦物産株式会社 403,507 19.1 370,041 18.0

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、アジア地域を中心とした海外経済の回復や、政府による経済対策な

どの効果により持ち直し傾向にあるものの、個人消費の自律的回復には至らず、雇用環境の改善も進展せず、また、

円高進行やデフレによる景気に対する悪影響など、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

　プラスチック製食品包装容器業界におきましては、原油価格の上昇により原材料価格の値上げ、および、大手スー

パー、コンビニエンスストアなどが格安ＰＢ商品を多数投入し、需要の喚起を促すなど、価格競争が熾烈な状況か

ら、より一層の低価格化が加速するなど、厳しい経営環境となりました。

　このような状況の中で当社は食品業界に対して、ノウハウを活かした企画提案型営業の徹底、および消費者ニーズ

に応えるため「安全・安心」をテーマにより良い製品づくりを目指し、生産体制の合理化、効率化の徹底により製

造原価の低減を図るなど収益確保に傾注いたしました。

　その結果、当第２四半期会計期間において売上高は2,055百万円（前年同四半期比2.7％減）、営業利益は19万円

（前年同四半期比99.4％減）、経常利益は3百万円（前年同四半期比91.1％減）、四半期純利益は4百万円（前年同

四半期比75.6％減）となりました。　
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(2）財政状態の分析

①　流動資産

　当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は4,765百万円（前事業年度は4,713百万円）となり52百万円

増加いたしました。主な要因は、受取手形及び売掛金の増加によるものであります。

②　固定資産

　当第２四半期会計期間末における固定資産の残高は5,097百万円（前事業年度は5,071百万円）となり26百万円

増加いたしました。主な要因は、有形固定資産の増加によるものであります。

③　流動負債

　当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は3,464百万円（前事業年度は3,349百万円）となり114百万

円増加いたしました。主な要因は、支払手形及び買掛金の増加、未払法人税等の減少によるものであります。

④　固定負債

　当第２四半期会計期間末における固定負債の残高は375百万円（前事業年度は369百万円）となり5百万円増加

いたしました。主な要因は、役員退職慰労引当金の増加によるものであります。

⑤　純資産

　当第２四半期会計期間末における純資産の残高は6,023百万円（前事業年度は6,065百万円）となり42百万円減

少いたしました。主な要因は、剰余金の配当によるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、第１四半期会計期間末

比34百万円の増加（前年同四半期は183百万円増加）し、1,629百万円となりました。

　各項目におけるキャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

　当第２四半期会計期間における営業活動による資金の増加は206百万円（前年同四半期は資金の増加432百万

円）となりました。主な要因は、売上債権の減少による資金の増加199百万円、減価償却費147百万円、仕入債務

の減少による資金の減少174百万円によるものであります。　

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

　当第２四半期会計期間における投資活動による資金の減少は173百万円（前年同四半期は資金の減少255百万

円）となりました。主な要因は、有形固定資産の取得による支出127百万円、定期預金の預入による支出45百万

円によるものであります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

　当第２四半期会計期間における財務活動による資金は若干の減少（前年同四半期は資金の若干の減少）とな

りました。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。

　

(5）研究開発活動

　当第２四半期会計期間における研究開発活動の金額は7,227千円であります。なお、当第２四半期会計期間におい

て、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要

な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年５月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 9,524,070  同左
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）　
単元株式数 　　　500株

計 9,524,070  同左 － －

（注）　第２四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、ジャスダック証券取引所であります。なお、ジャスダック

証券取引所は、平成22年４月１日付で大阪証券取引所と合併しておりますので、同日以降の上場金融商品取引

所は、大阪証券取引所であります。　

　　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年１月１日～

平成22年３月31日
－ 9,524 － 1,293,733 － 1,322,776
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（５）【大株主の状況】

　 平成22年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対する所
有株式数の割合（％）

株式会社　　　　　　　　シモノ

コーポレーション
岐阜県岐阜市長刀堀4-24－２ 1,040 10.91

岐阜信用金庫 岐阜県岐阜市神田町６－11 758 7.95

下野利昭 岐阜県岐阜市 469 4.92

積水化成品工業株式会社 大阪市北区西天満２－４－４ 300 3.14

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１－１－５ 300 3.14

株式会社大垣共立銀行 岐阜県大垣市郭町３－98 300 3.14

ベンダーサービス株式会社 東京都千代田区神田駿河台４－３ 200 2.09

睦物産株式会社 愛知県名古屋市中村区名駅５－23－５ 196 2.05

従業員持株会 岐阜県関市下有知5601－１ 173 1.81

株式会社ＪＳＰ　 東京都千代田区丸の内３－４－２　 160 1.67

下野美千子 岐阜県岐阜市 160 1.67

計 － 4,056 42.58

　　

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成22年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

9,521,000
19,042 －

単元未満株式
普通株式

3,070
－ －

発行済株式総数 9,524,070 － －

総株主の議決権 － 19,042 －

（注）１　自己株式440株は「単元未満株式」の欄に440株含まれております。

２　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,500株（議決権９個）含

まれております。

　

②【自己株式等】

　該当事項はありません。　
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
10月

　
11月

　
12月

平成22年
１月

　
２月

　
３月

最高（円） 320 300 302 308 290 294

最低（円） 271 256 260 281 269 272

（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20

年10月１日から平成21年３月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び当第２四半期累計期間（平成21年10月１日から平成22年３月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成21年１月１日から平成21

年３月31日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20年10月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第２四半期会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

21年10月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを

受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,770,419 1,750,120

受取手形及び売掛金 2,305,890 2,233,150

商品及び製品 417,056 439,722

仕掛品 65,896 53,602

原材料及び貯蔵品 114,960 127,979

その他 91,327 108,877

貸倒引当金 △130 △130

流動資産合計 4,765,421 4,713,323

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 1,184,998

※1
 1,208,745

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 1,346,825

※1
 1,208,056

土地 971,260 967,899

その他（純額） ※1
 237,457

※1
 328,781

有形固定資産合計 3,740,542 3,713,483

無形固定資産 62,416 69,608

投資その他の資産

投資有価証券 804,394 801,376

その他 563,972 572,490

貸倒引当金 △42,231 △54,141

投資損失引当金 △31,600 △31,600

投資その他の資産合計 1,294,534 1,288,125

固定資産合計 5,097,493 5,071,217

資産合計 9,862,915 9,784,541

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,189,160 1,805,271

短期借入金 800,000 800,000

未払法人税等 8,754 153,173

役員賞与引当金 － 24,200

賞与引当金 98,600 128,800

その他 368,186 438,315

流動負債合計 3,464,701 3,349,760

固定負債

退職給付引当金 146,546 145,802

役員退職慰労引当金 228,520 223,300

固定負債合計 375,066 369,102

負債合計 3,839,768 3,718,862
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,293,733 1,293,733

資本剰余金 1,322,776 1,322,776

利益剰余金 3,431,313 3,475,644

自己株式 △144 △144

株主資本合計 6,047,679 6,092,010

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △24,532 △26,331

評価・換算差額等合計 △24,532 △26,331

純資産合計 6,023,146 6,065,679

負債純資産合計 9,862,915 9,784,541

EDINET提出書類

アテナ工業株式会社(E02432)

四半期報告書

13/23



(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年３月31日)

売上高 4,753,844 4,396,979

売上原価 3,889,840 3,701,274

売上総利益 864,004 695,705

販売費及び一般管理費

給料及び手当 97,752 101,389

賞与引当金繰入額 21,823 22,720

退職給付費用 3,104 2,832

役員退職慰労引当金繰入額 9,540 11,470

運賃 340,687 283,365

その他 281,901 245,973

販売費及び一般管理費合計 754,808 667,751

営業利益 109,195 27,954

営業外収益

受取利息 402 1,576

受取配当金 1,058 1,171

受取手数料 5,758 5,869

為替差益 － 2,957

その他 2,828 1,521

営業外収益合計 10,046 13,097

営業外費用

支払利息 3,514 3,427

為替差損 2,942 －

営業外費用合計 6,457 3,427

経常利益 112,784 37,624

特別利益

受取補償金 8,982 －

貸倒引当金戻入額 － 472

特別利益合計 8,982 472

特別損失

固定資産処分損 35 279

投資有価証券評価損 2,227 －

会員権評価損 7,849 90

特別損失合計 10,112 369

税引前四半期純利益 111,654 37,728

法人税、住民税及び事業税 54,706 3,242

法人税等調整額 △681 12,151

法人税等合計 54,024 15,393

四半期純利益 57,629 22,334
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【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

売上高 2,113,506 2,055,603

売上原価 1,734,182 1,746,802

売上総利益 379,324 308,800

販売費及び一般管理費

給料及び手当 48,450 50,120

賞与引当金繰入額 10,673 11,146

退職給付費用 1,493 1,419

役員退職慰労引当金繰入額 6,330 5,640

運賃 140,348 124,730

その他 139,562 115,553

販売費及び一般管理費合計 346,857 308,610

営業利益 32,466 190

営業外収益

受取利息 143 88

受取配当金 394 427

受取手数料 2,272 2,513

為替差益 3,980 1,020

その他 564 832

営業外収益合計 7,354 4,882

営業外費用

支払利息 1,745 1,688

営業外費用合計 1,745 1,688

経常利益 38,075 3,384

特別利益

受取補償金 8,982 －

貸倒引当金戻入額 － 472

特別利益合計 8,982 472

特別損失

固定資産処分損 － 23

投資有価証券評価損 547 －

会員権評価損 6,569 －

特別損失合計 7,117 23

税引前四半期純利益 39,941 3,833

法人税、住民税及び事業税 52,753 1,958

法人税等調整額 △31,107 △2,596

法人税等合計 21,646 △637

四半期純利益 18,294 4,471
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 111,654 37,728

減価償却費 234,954 287,727

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20,600 △24,200

賞与引当金の増減額（△は減少） △25,000 △30,200

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,413 744

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,150 5,220

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,479 △11,909

受取利息及び受取配当金 △1,460 △2,748

投資有価証券評価損益（△は益） 2,227 －

会員権評価損 7,849 －

支払利息 3,514 3,427

固定資産処分損益（△は益） 35 279

売上債権の増減額（△は増加） 136 △72,740

たな卸資産の増減額（△は増加） △59,706 23,390

仕入債務の増減額（△は減少） 367,438 383,889

その他 △30,964 △110,261

小計 608,124 490,347

利息及び配当金の受取額 1,506 2,814

利息の支払額 △3,133 △3,366

法人税等の支払額 △73,657 △144,131

営業活動によるキャッシュ・フロー 532,839 345,663

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △90,130 △90,118

定期預金の払戻による収入 120,000 120,000

投資有価証券の取得による支出 △100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △253,389 △257,659

無形固定資産の取得による支出 △25,701 △2,075

保険積立金の積立による支出 △40,828 △1,355

その他 470 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △389,579 △231,207

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △47,973 △66,665

その他 － △384

財務活動によるキャッシュ・フロー △47,973 △67,050

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,617 2,775

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 97,904 50,180

現金及び現金同等物の期首残高 1,463,510 1,579,225

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,561,414

※
 1,629,405
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期累計期間
（自　平成21年10月１日　至　平成22年３月31日）

１　固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっておりま

す。

２　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい

変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方

法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。 
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成22年３月31日）

前事業年度末
（平成21年９月30日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

7,698,076千円 7,428,690千円

　２　保証債務

次の関係会社について、金融機関からの借入に対し

債務保証を行っております。

　２　保証債務

次の関係会社について、金融機関からの借入に対し

債務保証を行っております。

保証先 金額 内容

JSM PACKAGING

SDN.BHD

22,760千円

（800千マレーシア

リンギット）

借入債務

保証先 金額 内容

JSM PACKAGING

SDN.BHD

20,712千円

（800千マレーシア

リンギット）

借入債務

　

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

　該当事項はありません。 　該当事項はありません。

　

前第２四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

　該当事項はありません。 　該当事項はありません。

　　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,702,261千円

計 1,702,261千円

預入期間が３か月超の定期預金 △140,847千円

現金及び現金同等物 1,561,414千円

現金及び預金 1,770,419千円

計 1,770,419千円

預入期間が３か月超の定期預金 △141,013千円

現金及び現金同等物 1,629,405千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年３月31日）及び当第２四半期累計期間（自　平成21年10月１日　至　平成22年

３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式（株） 9,524,070

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式（株） 440

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年12月17日

定時株主総会
普通株式 66,665 7.00平成21年９月30日平成21年12月18日利益剰余金

　

(2）基準日が当事業年度の開始の日から当第２四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当第２四半期会計期間後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月12日

取締役会
普通株式 47,618 5.00平成22年３月31日平成22年６月７日 利益剰余金

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末と比較して著しい変動がないため、記載してお

りません。

　　

（デリバティブ取引関係）

　当社は、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

　　

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

　　

（持分法損益等）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成22年３月31日）

前事業年度末
（平成21年９月30日）

632円44銭 636円91銭

　

２　１株当たり四半期純利益等

前第２四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり四半期純利益 ６円05銭１株当たり四半期純利益 2円35銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期利益金額について

は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期利益金額について

は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日）

四半期損益計算書上の四半期純利益（千円） 57,629 22,334

普通株式に係る四半期純利益（千円） 57,629 22,334

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式の期中平均株式数（株） 9,523,630 9,523,630

　

前第２四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり四半期純利益 １円92銭１株当たり四半期純利益 0円47銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期利益金額について

は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期利益金額について

は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

四半期損益計算書上の四半期純利益（千円） 18,294 4,471

普通株式に係る四半期純利益（千円） 18,294 4,471

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式の期中平均株式数（株） 9,523,630 9,523,630

　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　第41期（平成21年10月１日から平成22年９月30日まで）中間配当については、平成22年５月12日開催の取締役会に

おいて、平成22年３月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決

議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　 　 47,618千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　 ５円 00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成22年６月７日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

平成21年５月15日
アテナ工業株式会社
取締役会　御中

　

あずさ監査法人
　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 堀　　　　　幸　　造　　印

　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 桑　　原　　雅　　行　　印

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているア

テナ工業株式会社の平成20年10月１日から平成21年９月30日までの第40期事業年度の第２四半期会計期

間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成20年10月１日から平

成21年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半

期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アテナ工業株式会社の平成21年３月31日現在

の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２

四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

　

　

　

　

　

以　上

　

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

平成22年５月13日
アテナ工業株式会社
取締役会　御中

　

あずさ監査法人
　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 堀　　　　　幸　　造　　印

　

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 桑　　原　　雅　　行　　印

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているア

テナ工業株式会社の平成21年10月１日から平成22年９月30日までの第41期事業年度の第２四半期会計期

間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年10月１日から平

成22年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半

期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アテナ工業株式会社の平成22年３月31日現在

の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２

四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

　

　

　

　

　

以　上

　

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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